
「
新
撰
洋
学
年
表
」
と
「
西
寅
対
晤
」

「
新
撰
洋
学
年
表
」
の
寛
政
六
年
の
項
に
、
「
四
月
和
藺
甲
必
丹
野
表
猷
一
）
江
戸
参
府
零
開
参
五
月
桂
川
栗
本
渋
江
医
官
及
石
川

（
註
玄
常
）
大
槻
宇
田
川
森
島
諸
氏
藺
人
客
館
鉢
唖
國
峰
訂
弔
門
参
集
し
て
疑
義
質
問
外
科
医
ハ
ル
ト
ヶ
ル
レ
ン
（
三
二
）
○
此
日
杉
田
前
野
不
参
」

と
記
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
註
記
が
あ
り
、
待
医
桂
川
甫
周
（
一
七
五
一
’
一
八
○
九
）
の
推
進
に
よ
っ
て
実
現
し
た
。

「
客
館
に
も
濫
に
出
入
を
許
さ
ざ
る
制
と
な
り
し
が
桂
川
甫
周
は
左
の
申
請
書
を
少
老
の
許
に
差
出
寅
四
月
二
十
四
日

大
槻
玄
沢
宇
田
川
玄
随
森
島
中
良
杉
田
玄
白
前
野
良
沢

右
者
私
蛮
書
同
学
の
者
に
御
坐
候
何
れ
も
蛮
書
の
内
積
疑
も
御
坐
候
間
紅
毛
人
に
直
に
質
問
候
は
ぱ
後
来
考
合
相
成
候
義
も
多
可
有
御
坐
と

ま
え
が
き

（
１
）
（
２
）

「
新
撰
洋
学
年
表
」
（
昭
２
）
に
よ
れ
ば
、
大
槻
玄
沢
の
「
西
肩
対
晤
」
は
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
の
項
に
出
て
い
る
が
、
そ
の
全
貌
は
日

藺
学
会
の
刊
行
し
た
「
西
肩
対
晤
」
（
昭
露
）
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

し
か
る
に
、
大
槻
玄
沢
自
筆
の
「
丙
戌
春
来
朝
会
話
雑
記
」
と
い
う
小
冊
子
を
検
討
し
て
ゑ
る
と
、
玄
沢
自
身
が
「
西
震
対
晤
壺
蕊
他
稗
準
」

と
記
し
た
冊
子
以
外
に
も
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
、
文
政
五
年
並
に
文
政
九
年
の
客
館
対
話
の
手
記
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

大
槻
玄
沢
と
一
西
眉
対
晤
」

羅
轤
蟻
罐
一
誠
暗
溝
昭
和
五
十
八
年
五
信
二
圓
受
付

山
形

敵

一
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次
い
で
寛
政
十
年
の
項
に
は
、
「
三
月
和
蘭
甲
必
丹
例
参
桂
川
大
槻
杉
田
諸
氏
客
館
対
談
如
例
」
と
記
し
、
註
記
に
、
「
医
家
初
学
の
仕
方
如

何
解
剖
よ
り
習
始
む
図
五
の
下
に
一
二
三
の
数
字
は
如
何
三
十
一
数
也
な
ど
数
語
の
問
答
あ
り
」
と
記
し
て
い
る
。

ま
た
享
和
二
年
（
一
八
○
二
）
二
月
の
項
に
は
、
「
和
蘭
甲
必
丹
例
参
桂
川
大
槻
宇
田
川
諸
氏
客
館
対
話
」
と
記
し
、
註
記
に
、
「
外
科
医
レ

ッ
ッ
ク
質
問
は
鉛
糖
水
其
他
数
条
な
り
桂
川
は
内
命
を
帯
び
顕
微
鏡
の
事
を
問
ひ
巨
細
上
申
せ
し
と
云
ふ
」
と
記
し
て
い
る
。

文
化
三
年
（
一
八
○
六
）
の
項
に
は
、
「
三
月
和
蘭
甲
必
丹
道
富
江
戸
例
参
」
と
記
し
、
註
記
に
、
「
西
肩
対
晤
に
牛
乳
白
療
な
ど
の
質
問
に

対
し
辞
書
医
書
を
見
せ
ら
る
と
あ
る
の
承
他
の
対
話
を
記
せ
ず
」
記
し
て
い
る
。

文
化
七
年
の
項
に
は
、
「
和
蘭
甲
必
丹
ド
ー
プ
江
戸
例
参
大
槻
父
子
華
辮
杉
田
兄
弟
鵡
蛎
其
客
館
に
詣
り
学
校
教
導
法
其
他
数
件
問
答
」
と

記
し
、
註
記
に
、
「
ド
ー
プ
は
寛
政
末
よ
り
長
崎
に
在
留
し
て
十
余
年
頗
日
本
語
に
通
せ
り
此
年
例
参
の
途
次
京
都
に
入
り
祇
園
二
軒
茶

屋
に
憩
ひ
し
時
に
店
脾
の
豆
腐
切
を
見
て
俳
句
あ
り
稲
妻
の
其
手
か
り
た
し
草
枕
」
と
記
し
て
い
る
。

文
化
十
一
年
の
項
に
は
、
「
二
月
和
蘭
甲
必
丹
江
戸
例
参
大
槻
宇
田
川
諸
氏
依
例
対
話
」
と
記
し
、
註
記
に
、
「
高
橋
作
左
エ
門
よ
り
甲
必
丹

参
府
に
先
だ
ち
天
文
方
属
員
馬
場
大
槻
宇
田
川
諸
人
は
佐
十
郎
通
弁
に
て
不
審
の
件
為
自
由
対
談
致
度
と
上
請
せ
し
所
可
為
願
之
通
但
立
合
通

詞
無
之
義
難
相
成
と
令
す
此
回
対
談
は
著
色
解
剖
図
懐
中
時
計
等
」
と
記
し
て
い
る
。

奉
存
候
不
苦
義
に
御
坐
候
は
ぱ
私
対
談
の
卿
右
之
者
共
一
両
人
宛
同
道
仕
度
奉
存
候
依
之
御
内
意
奉
伺
候
以
上

若
年
寄
よ
り
阿
蘭
陀
人
対
談
之
義
銘
食
主
人
よ
り
長
崎
奉
行
へ
申
達
く
し
と
あ
り
て
公
許
と
な
る
」

な
お
、
最
後
に
記
さ
れ
た
次
の
文
章
は
「
西
蘆
対
晤
」
成
立
の
事
情
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
我
家
に
西
肩
対
暗
」
と
題
す
る
冊
子
あ
り
此
年
よ
り
二
十
一
年
間
甲
必
丹
例
参
六
回
毎
次
の
対
話
記
録
な
り
磐
水
其
首
に
記
し
て
日

く
此
一
挙
余
等
年
来
此
道
二
篇
キ
ノ
餘
リ
桂
公
ノ
深
志
一
一
出
ル
ト
雌
モ
陪
臣
ノ
身
ト
シ
テ
恭
シ
ク
厳
命
ヲ
奉
シ
殊
方
ノ
異
客
一
一
応
接
ヲ
許
サ
レ

素
業
ノ
疑
問
二
及
ビ
シ
コ
ト
其
益
不
益
ハ
姑
ク
論
ゼ
ズ
我
道
ノ
面
目
ニ
シ
テ
本
懐
ノ
至
り
感
戴
ス
ル
’
一
勝
へ
ザ
ル
コ
ト
ナ
リ
因
テ
其
顛
末
ヲ

記
シ
テ
後
昆
二
伝
う
」
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「
西
肩
対
晤
」
と
「
官
途
要
録
」

「
西
肩
対
晤
」
は
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
か
ら
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
ま
で
六
回
に
亙
り
、
江
戸
参
府
の
和
蘭
甲
必
丹
一
行
を
訪
ね
て

質
疑
を
行
っ
た
玄
沢
の
手
記
で
、
大
槻
家
よ
り
静
嘉
堂
文
庫
の
蔵
書
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
昭
和
五
十
三
年
三
月
日
蘭
学
会
が
出
版
し
、
大
鳥

な
お
、
後
記
に
は
次
の
よ
う
な
重
要
事
項
を
記
し
て
い
る
。

「
西
肩
対
晤
寛
政
甲
寅
よ
り
文
化
ま
で
六
回
の
対
談
に
て
爾
後
耆
継
な
し
想
ふ
に
最
早
藺
人
と
の
質
問
に
用
な
き
に
到
り
し
な
ら
ん

其
故
は
文
化
中
年
よ
り
斯
学
い
た
く
開
け
横
文
も
自
在
に
読
破
さ
れ
西
洋
の
事
物
研
究
は
言
上
に
於
て
十
分
と
な
り
し
な
り
甲
必
丹
は
商
船

長
に
て
附
随
の
医
員
は
療
治
一
通
り
心
得
居
る
者
な
り
此
方
の
蘭
学
者
よ
り
学
力
等
遙
か
に
低
き
は
云
ふ
ま
で
も
無
け
ん
但
し
後
三
回
目

（
文
政
丙
戌
）
来
航
の
医
員
は
例
の
シ
イ
ポ
ル
ド
に
て
此
人
よ
り
洋
学
全
く
開
く
」

し
か
し
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
の
項
に
は
、
「
四
月
和
蘭
甲
必
丹
江
戸
例
参
鋤
疏
壺
緋
嘩
騨
毒
イ
テ
ル
ー
管
を
」
と
記
さ
れ
、
次
い
で
文

政
五
年
（
一
八
二
二
）
の
項
に
は
、
「
三
月
和
蘭
甲
必
丹
江
戸
例
参
桂
川
大
槻
宇
田
川
諸
氏
客
館
対
話
」
と
記
さ
れ
、
ま
た
、
文
政
九
年
の
項
に

は
、
「
四
月
和
蘭
甲
必
丹
江
戸
例
参
医
員
シ
イ
ホ
ル
ト
随
従
」
と
記
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
註
記
が
あ
る
。

「
シ
イ
ポ
ル
ト
医
名
高
け
れ
ば
其
滞
在
の
際
は
客
館
に
出
入
し
て
質
疑
を
試
む
る
医
師
学
者
極
て
多
し
甲
必
丹
ス
チ
ュ
ル
レ
ル
は
和
蘭
軍
人

に
て
一
世
掌
勃
命
の
乱
に
戦
功
あ
り
し
人
な
り
天
文
方
高
橋
作
左
エ
門
就
て
其
談
話
を
筆
記
し
丙
戌
記
聞
と
云
ふ
猶
又
シ
イ
ボ
ル
ト
が
聿

勃
命
一
代
記
を
所
持
す
と
聞
き
懇
望
せ
し
も
シ
イ
ポ
ル
ト
肯
は
ず
再
三
再
四
に
及
び
日
本
実
測
地
図
と
な
ら
ば
交
易
せ
ん
と
告
く
高
橋
は

乗
か
か
り
し
事
と
て
其
需
に
応
じ
た
り
と
ぞ
又
奥
医
師
土
生
玄
碩
も
懇
請
し
て
其
秘
法
と
す
る
眼
療
の
伝
授
を
受
け
酬
ゆ
る
に
葵
の
紋
付
羽

織
を
贈
与
し
た
り
日
本
図
と
交
易
せ
し
原
書
は
掌
勃
命
一
代
記
な
る
事
こ
れ
吾
家
の
所
伝
な
り
其
書
名
を
記
し
た
る
者
を
見
ず
」

な
お
、
大
槻
修
二
撰
の
「
日
本
洋
学
年
表
」
は
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
東
京
上
野
に
開
か
れ
た
第
一
内
国
勧
業
博
覧
会
に
出
陳
さ
れ
、
大

正
十
年
三
月
政
文
を
言
い
た
「
新
撰
洋
学
年
表
」
は
昭
和
二
年
一
月
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
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ま
ず
、
冒
頭
に
、
こ
の
対
話
の
成
立
し
た
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
東
都
来
貢
の
阿
閲
陀
人
加
比
丹
の
例
年
参
府
に
は
シ
キ
リ

イ
バ
（
書
記
）
と
オ
ッ
プ
ル
メ
イ
ス
ト
ル
（
医
師
）
が
随
従
し
、
従
来
は
官
医
だ
け
が
対
談
し
て
質
問
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
桂
川
甫
周

の
申
請
に
よ
り
同
学
の
陪
臣
の
医
員
も
参
会
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
第
一
回
の
対
話
で
あ
っ
た
。
五
月
四
日
午
後
三
時
か
ら
日
本
橋
本
石
町
三

丁
目
の
長
崎
屋
源
右
エ
門
の
二
階
坐
舗
に
官
医
側
か
ら
栗
本
瑞
見
、
桂
川
甫
周
、
桂
川
甫
謙
、
渋
江
長
伯
、
随
行
者
と
し
て
森
嶋
甫
斉
（
通
称

中
良
）
、
宇
田
川
玄
随
（
津
山
藩
医
員
）
、
大
槻
玄
沢
（
仙
台
藩
医
員
）
が
加
わ
り
、
長
崎
奉
行
の
検
使
、
下
検
使
が
列
席
し
、
通
詞
今
村
金
兵
エ
が

通
弁
し
た
。
加
比
丹
は
四
十
二
歳
の
①
号
胃
凰
国
⑦
日
日
写
（
一
七
四
七
’
九
八
）
、
書
記
は
Ｆ
ｏ
ｇ
ｃ
匡
乏
筐
⑦
日
嗣
四
ｍ
（
二
十
七
歳
）
、
医
師
は

シ
冒
耳
ｏ
唾
ご
“
Ｆ
○
号
乏
鴬
犀
冒
冨
己
屍
些
胃
（
劫
が
列
爾
三
十
二
歳
）
で
、
玄
沢
は
主
と
し
て
ド
イ
ツ
人
医
師
ケ
ル
レ
ル
を
話
相
手
と
し
た
。
ま

ず
「
ヘ
イ
ス
テ
ル
」
外
科
書
の
疑
問
名
を
た
だ
し
、
医
師
持
参
の
「
バ
ッ
ス
」
繩
帯
書
、
国
ｇ
鳥
眼
科
書
を
「
渇
望
ニ
タ
ヘ
ス
」
と
記
し
て

い
る
。
五
日
午
後
三
時
過
ぎ
か
ら
始
ま
っ
た
医
家
の
対
談
に
は
、
栗
本
、
佐
藤
、
桂
川
、
石
川
玄
徳
の
ほ
か
玄
沢
ら
三
人
が
加
わ
り
、
大
通
事
加

福
安
次
郎
が
通
弁
し
た
。
玄
沢
は
刺
絡
の
適
応
症
の
診
候
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
要
領
を
得
ず
、
新
生
児
の
膀
帯
脱
痕
難
治
症
の
療
法
に
つ
い

て
質
問
し
、
「
チ
ン
キ
チ
ュ
ー
ル
メ
ラ
」
の
処
方
を
聞
き
出
し
て
い
る
。
次
い
で
脈
候
に
つ
い
て
た
だ
し
た
が
、
診
脈
法
だ
け
を
聞
い
て
、
「
其

脈
ヲ
診
ス
ノ
心
得
等
其
詳
審
ナ
ル
コ
ト
ハ
開
一
一
及
ス
亦
復
遺
恨
ナ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
種
痘
に
つ
い
て
問
答
し
、
ケ
ル
レ
ル
は
、

わ
が
国
で
行
っ
て
い
る
支
那
所
用
の
種
痘
法
は
無
効
で
あ
り
、
極
軽
症
の
順
痘
の
膿
水
を
接
種
す
る
接
痘
が
有
効
で
あ
る
と
し
、
甫
周
に
痘
瘡

書
一
冊
を
贈
っ
た
。
そ
の
後
医
師
の
部
屋
で
薬
龍
を
見
せ
て
貰
い
、
さ
ら
に
、
書
記
の
ラ
ス
に
オ
ラ
ン
ダ
の
格
言
を
書
い
て
貰
い
、
読
法
と
大

意
を
記
し
た
の
ち
、
石
川
玄
徳
が
彼
国
の
医
家
の
名
哲
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
闇
層
ｏ
月
旦
隅
〉
①
巴
の
昌
房
》
厚
冒
圖
日
唖
の
名
を
記
し
、
「
此
等
往

關
三
郎
氏
の
解
説
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

も
の
で
あ
る
。

昔
ノ
明
医
ナ
リ
」
と
答
え
て
い
る
。

第
一
回
の
「
甲
寅
来
貢
西
客
対
話
」
は
二
十
五
葉
の
冊
子
で
、
寛
政
六
年
五
月
四
、
五
日
の
質
疑
の
覚
書
を
同
年
五
月
十
五
日
に
清
書
し
た
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第
二
回
の
「
戊
午
来
貢
蘭
客
通
弁
」
は
二
十
八
葉
の
冊
子
で
、
寛
政
十
年
三
月
二
十
五
日
の
質
疑
の
覚
書
を
同
年
四
月
一
日
に
清
書
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
加
比
丹
と
書
記
は
前
回
と
同
様
で
あ
る
が
、
ヘ
ム
ミ
イ
は
翻
胃
（
註
慢
性
嘔
吐
）
で
病
臥
中
の
た
め
、
書
記
の
ラ
ス
と

ド
イ
ツ
人
医
師
の
国
国
日
：
閃
の
簡
庸
（
二
十
九
歳
）
と
対
談
し
た
。
三
月
二
十
五
日
午
後
長
崎
屋
奥
二
階
西
漬
旅
寓
の
坐
舗
に
集
っ
た
の
は
、

桂
川
甫
周
・
甫
謙
、
土
岐
寛
庵
、
堀
本
好
益
、
松
延
玄
之
（
水
戸
）
、
鈴
木
裕
甫
（
水
戸
）
、
大
槻
玄
沢
（
仙
台
）
、
杉
田
伯
元
（
小
浜
）
の
八
人

で
、
小
通
詞
本
木
庄
左
エ
門
が
通
弁
し
た
。
玄
沢
と
レ
ッ
ッ
ケ
の
問
答
で
は
レ
ッ
ッ
ケ
し
ば
し
ば
答
え
得
ず
し
て
、
「
学
才
ノ
程
知
ル
ベ
シ
」

と
か
、
「
浅
学
知
ル
ベ
シ
」
と
評
し
て
い
る
が
、
「
医
家
初
学
入
門
ノ
仕
方
如
何
」
と
い
う
問
に
は
、
「
ア
ナ
ト
ミ
ア
解
剖
科
ヨ
リ
習
上
初
ル
ナ

リ
」
と
か
、
「
先
初
二
名
医
ノ
講
解
ヲ
キ
キ
論
談
弁
議
シ
其
事
ヲ
暁
リ
テ
後
為
ス
事
ナ
リ
」
と
か
、
「
頭
部
ヨ
リ
解
キ
始
メ
胸
腹
四
肢
一
一
イ
タ

ル
」
と
答
え
て
い
る
の
は
、
当
時
の
ド
イ
ツ
医
学
校
の
解
剖
科
の
課
程
を
示
し
て
お
り
、
携
帯
の
医
書
と
し
て
、
司
胃
房
旨
“
ｏ
ａ
ｑ
己
筈
ト
イ

フ
内
外
科
ヲ
説
ダ
ル
小
冊
ト
「
ゴ
ル
テ
ル
」
ノ
小
巻
揖
唾
鋤
鍋
嘩
要
ト
ヲ
出
シ
示
ス
」
と
あ
る
の
も
旅
行
中
と
し
て
当
然
だ
っ
た
か
も
知
れ
な

い
。
次
い
で
書
記
の
ラ
ス
に
「
ス
プ
レ
ー
キ
ウ
ォ
ー
ル
ド
（
警
諭
法
言
、
格
言
）
」
二
葉
を
書
い
て
貰
っ
た
の
ち
、
玄
沢
は
ラ
ス
と
「
篶
録
」
に

ホ
ッ
ク

詳
説
し
た
異
形
の
煙
管
国
鼻
（
福
蛤
）
に
つ
い
て
問
答
し
、
薬
品
の
う
ち
広
東
人
参
に
つ
い
て
レ
ッ
ッ
ケ
は
、
「
北
亜
墨
加
洲
一
一
属
セ
ル
園
。
『
烏

（
ヱ
ヰ
ォ
ル
ク
）
ト
云
う
地
ヨ
リ
求
メ
来
ル
多
ク
払
即
察
（
フ
ラ
ン
ス
）
及
上
諸
厄
利
亜
（
イ
ン
ゲ
リ
ァ
）
国
人
彼
地
ヨ
リ
貿
易
シ
来
リ
広
東
二
輪

シ
テ
交
易
ヲ
ナ
ス
ナ
リ
乃
チ
シ
日
＆
厨
画
易
。
胃
Ｎ
Ｃ
目
（
ア
メ
リ
ヵ
ー
ン
セ
ソ
ム
）
ト
書
ス
ル
ナ
リ
」
と
答
え
て
い
る
。
医
療
だ
け
に
止
ま
ら

ず
、
玄
沢
の
物
産
学
に
対
す
る
知
識
欲
の
旺
盛
な
こ
と
知
る
べ
き
で
あ
る
。
末
尾
に
「
附
録
通
事
雑
話
」
四
葉
、
「
西
洋
参
」
（
異
名
広
東
人
参
）

三
葉
を
加
え
て
い
る
こ
と
も
そ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。

第
三
回
の
「
壬
戌
来
貢
三
回
対
談
」
は
二
十
二
葉
の
冊
子
で
、
享
和
二
年
（
一
八
○
二
）
三
月
四
日
午
後
一
時
’
三
時
、
次
い
で
七
日
午
後

三
時
か
ら
長
崎
屋
で
行
わ
れ
た
対
談
の
記
録
で
あ
る
。
参
加
者
は
吉
田
快
庵
、
杉
浦
玄
徳
、
桂
川
甫
周
・
甫
謙
、
松
延
玄
之
（
水
戸
）
、
宇
田
川

玄
真
（
津
山
）
、
岡
田
甫
説
（
浜
田
）
、
知
神
甫
仙
（
佐
伯
）
、
大
槻
玄
沢
（
仙
台
）
の
十
人
で
、
通
弁
は
横
山
勝
之
丞
で
あ
る
。
加
比
丹
は
四
十
一

歳
の
乏
旨
ｇ
葛
胃
号
目
目
、
書
記
は
二
十
二
歳
の
昌
騨
閏
８
旨
鳥
、
医
師
は
三
十
二
歳
の
国
日
日
：
晨
閃
。
蔦
の
で
、
寛
政
十
年
に
引
き
つ
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づ
き
参
府
し
て
い
る
。
玄
沢
が
プ
レ
ン
キ
眼
科
書
中
の
「
ロ
ー
ト
ワ
ー
テ
ル
ハ
ン
コ
ウ
ラ
ル
ド
」
と
い
う
薬
方
の
配
合
方
法
を
質
問
し
た
の
に

対
し
て
、
ド
イ
ツ
の
医
師
コ
ゥ
ラ
ル
ド
新
製
の
方
で
ロ
ー
ト
ソ
イ
ヶ
ル
水
で
あ
る
と
答
え
、
滞
留
中
に
其
製
方
を
藺
文
で
記
し
て
玄
沢
に
贈
っ

て
い
る
。
署
名
に
は
、
．
千
八
百
二
年
ア
ッ
プ
リ
ル
七
日
玄
沢
君
一
一
呈
ス
君
ノ
親
シ
ミ
ヲ
蒙
ル
友
人
へ
ル
ナ
ー
ジ
ュ
ス
レ
ッ
ッ
ケ
」
と

記
し
て
お
り
、
流
石
に
四
年
前
、
玄
沢
か
ら
「
浅
学
知
ル
ベ
シ
」
と
罵
倒
さ
れ
た
悌
は
み
ら
れ
な
い
。
そ
の
ほ
か
に
、
プ
レ
ン
キ
眼
科
書
の
ア

ッ
プ
ル
パ
ッ
プ
（
糊
剤
）
の
製
法
や
骨
折
傷
の
縛
法
や
ク
ー
ル
ダ
ラ
ン
キ
（
情
凉
飲
）
、
フ
ロ
ー
ト
ワ
ー
テ
ル
、
ワ
ー
テ
ル
ダ
ラ
ン
ケ
ン
等
の
名

義
や
製
法
を
問
い
た
だ
し
、
さ
ら
に
携
帯
の
医
書
を
見
せ
て
貰
っ
て
筆
録
し
て
い
る
。

七
日
午
後
三
時
か
ら
の
対
談
に
は
桂
川
甫
周
、
大
槻
玄
沢
、
岡
田
甫
説
、
知
神
甫
仙
の
四
人
が
参
加
し
た
。
玄
沢
は
シ
ュ
ー
ル
デ
ー
ク
な
ど

の
製
法
を
質
問
し
た
の
ち
書
記
マ
ッ
ク
に
託
し
た
ス
プ
レ
ー
キ
ウ
ォ
ー
ル
ド
（
格
言
）
四
葉
を
写
し
て
い
る
。
な
お
、
四
日
に
加
比
丹
の
示
し

た
一
七
七
六
年
（
安
永
５
）
版
カ
テ
ス
ベ
ヰ
（
旨
．
○
シ
目
因
閉
園
）
の
鳥
獣
譜
を
堅
田
侯
堀
田
正
敦
（
伊
達
宗
村
六
男
、
堀
田
正
富
の
嗣
と
な
る
、
一
七

五
五
’
一
八
三
二
）
よ
り
長
崎
奉
行
肥
田
某
を
し
て
請
借
し
、
八
日
に
玄
沢
に
閲
覧
さ
せ
た
が
、
玄
沢
は
第
三
巻
の
末
の
人
参
図
説
を
読
み
、

「
ア
メ
リ
カ
ー
ン
ソ
ム
」
（
西
洋
人
参
、
広
東
人
参
）
を
訳
文
し
、
「
コ
レ
当
春
対
話
ノ
ー
益
ニ
シ
テ
始
テ
広
参
ノ
冤
ヲ
雪
キ
其
性
功
ヲ
詳
一
一
シ
テ

世
ノ
惑
ヲ
解
コ
ト
ニ
ナ
リ
ヌ
」
と
記
し
て
い
る
が
、
玄
沢
の
知
識
欲
と
真
理
探
求
心
の
旺
盛
な
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
回
の
「
文
化
丙
寅
閑
人
対
談
記
」
は
僅
か
四
葉
の
冊
子
で
、
文
化
三
年
（
一
八
○
六
）
三
月
二
十
一
日
午
前
十
一
時
か
ら
両
国
紅
毛
人

旅
宿
河
内
屋
米
次
郎
宅
で
行
わ
れ
た
対
談
の
記
録
で
あ
る
。
こ
れ
は
長
崎
屋
が
類
焼
し
た
た
め
で
、
ま
た
桂
川
甫
周
は
す
で
に
対
談
を
終
え
て

い
た
の
で
、
大
槻
玄
沢
と
玄
幹
の
二
人
だ
け
で
、
小
通
詞
今
村
才
右
エ
門
が
通
弁
を
し
た
。
カ
ビ
タ
ン
は
三
十
歳
の
国
の
且
骨
丙
ロ
。
の
南
（
一
七

七
七
’
一
八
三
五
）
、
書
記
は
二
十
三
歳
の
己
岸
ｏ
ｏ
Ｎ
の
日
脚
目
、
外
科
医
師
は
二
十
歳
の
旨
富
国
ロ
＄
罵
濤
①
で
あ
る
。
こ
の
時
は
一
七
六
七
年

（
明
和
４
）
版
の
炭
昌
の
ウ
ォ
ー
ル
デ
ン
ブ
ッ
ク
三
冊
、
国
幽
目
内
科
書
、
一
七
六
六
年
（
明
和
３
）
版
の
薬
局
書
を
記
載
し
、
カ
ル
ネ
メ
ル
ク

を
質
問
し
、
さ
ら
に
寛
政
十
年
三
月
の
第
二
回
対
談
の
と
き
、
加
比
丹
へ
ム
ミ
イ
並
に
医
師
ケ
ル
レ
ル
よ
り
聞
い
た
キ
ン
ド
ル
ポ
ッ
ケ
ン
が
十

年
前
よ
り
亜
細
亜
洲
に
も
伝
播
し
て
来
て
い
る
の
で
、
起
原
の
所
を
質
問
し
た
が
、
「
此
答
未
詳
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
参
府
の
医
官
よ
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り
新
刻
の
所
蔵
医
書
を
提
示
し
て
貰
う
の
が
玄
沢
の
対
談
の
通
例
の
よ
う
で
あ
る
。

第
五
回
の
「
庚
午
西
震
対
話
記
」
は
二
十
三
葉
の
冊
子
で
、
文
化
七
年
（
一
八
一
○
）
二
月
二
十
九
日
夜
大
槻
玄
沢
は
加
比
丹
ド
ー
プ
、
医

師
へ
ル
ケ
と
対
話
し
、
次
い
で
三
月
十
七
日
午
後
二
時
か
ら
大
槻
玄
沢
・
玄
幹
、
杉
田
伯
元
・
立
卿
ら
が
参
加
し
、
馬
場
佐
十
郎
が
通
弁
し
た

が
、
こ
の
と
き
は
ヘ
ル
ヶ
病
気
の
た
め
、
前
回
も
参
府
し
た
甲
比
丹
ド
ー
プ
と
書
記
ホ
ウ
セ
マ
ン
と
の
対
談
で
あ
っ
た
。

二
月
二
十
九
日
夜
は
馬
場
佐
十
郎
の
通
弁
で
、
甲
比
丹
部
屋
で
ド
ー
プ
、
ホ
ウ
セ
マ
ン
、
ヘ
ル
ヶ
の
三
人
酒
宴
の
処
へ
至
り
、
同
坐
献
酬
し

て
質
疑
を
交
わ
し
た
が
、
ヘ
ル
ヶ
蔵
書
と
し
て
は
一
七
六
五
年
（
明
和
２
）
版
の
薬
剤
書
、
一
七
九
八
年
（
寛
政
凹
版
の
ヘ
ー
ス
テ
ル
外
科
書

（
ゲ
ー
ス
ヶ
ル
蘭
訳
）
、
一
七
八
○
年
（
安
永
９
）
版
の
ズ
ウ
ィ
ー
テ
ン
内
科
害
（
フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
ハ
ー
ル
蘭
訳
）
、
一
七
六
二
年
（
宝
暦
狸
）
版
の
ゴ

ル
テ
ル
外
科
書
を
記
し
、
甲
。
厨
“
。
局
に
つ
い
て
は
、
「
医
学
館
ノ
都
講
ト
モ
イ
フ
ヘ
キ
官
也
」
と
記
し
、
「
オ
、
ス
ト
イ
ン
ジ
ー
ン
ハ
亜
細
亜

イ
ソ
ジ
ア

諸
国
、
ウ
ェ
ス
ト
イ
ン
ジ
ー
ン
ハ
亜
墨
利
加
諸
国
ヲ
イ
ブ
イ
ン
ジ
ー
ン
ノ
義
未
考
ト
ド
ー
フ
イ
ヘ
リ
印
弟
亜
ヨ
リ
来
レ
ル
カ
」
と
述
べ
て

い
る
の
は
玄
沢
の
学
識
が
ド
ー
プ
に
優
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
｜
ス
免
許
ノ
娼
家
ア
リ
有
妻
ノ
モ
ノ

ハ
遊
行
セ
ス
モ
シ
私
二
行
キ
テ
露
ル
レ
ハ
其
家
妻
ノ
モ
ノ
ト
ナ
リ
丈
夫
ハ
放
逐
セ
ラ
レ
家
財
ヲ
半
々
分
チ
テ
与
へ
出
ス
ト
ナ
リ
尤
士
大
夫

ハ
至
ル
コ
ト
ナ
シ
軽
キ
モ
ノ
多
ク
ハ
他
方
ヨ
リ
来
ル
モ
ノ
遊
行
ス
ル
ナ
リ
ー
廓
ヲ
構
フ
ル
ニ
ア
ラ
ス
ー
町
内
一
一
ア
リ
十
五
六
軒
モ
ァ
ル

コ
ソ
ヤ

ヘ
シ
私
翼
子
二
至
リ
テ
ハ
千
ヲ
以
テ
数
フ
ヘ
シ
ト
」
と
記
し
、
飾
り
窓
の
女
の
渕
源
の
古
き
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
な
お
、
「
内
科
〈
外

科
ヲ
セ
ス
外
科
〈
内
科
ヲ
ス
ル
コ
ト
法
度
ナ
リ
志
ア
ル
モ
ノ
ハ
学
上
ハ
ス
ル
コ
ト
ナ
リ
然
し
ト
モ
療
治
ス
ル
コ
ト
ハ
ナ
ラ
ヌ
法
ナ
リ
」
と

専
門
医
制
度
の
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
い
る
。

三
月
十
七
日
午
後
二
時
よ
り
の
対
談
は
医
師
へ
ル
ヶ
病
気
の
た
め
、
馬
場
佐
十
郎
を
通
弁
と
し
て
甲
比
丹
ド
ー
プ
と
質
疑
を
行
っ
た
。
「
其

国
学
校
教
導
ノ
法
〈
如
何
ナ
ル
事
一
一
ャ
」
と
い
う
問
に
、
ド
ー
プ
の
答
は
、
「
ア
ム
ス
ト
ル
ダ
ム
二
大
小
学
校
有
り
師
範
役
一
人
外
二
助
教

一
両
人
有
り
書
学
算
術
言
語
学
等
ナ
リ
十
三
歳
以
下
ノ
児
童
ナ
リ
」
、
ま
た
、
「
病
院
ガ
ス
ト
ホ
ィ
ス
ハ
イ
カ
ナ
ル
モ
ノ
ニ
ャ
」
と
の
問
に
対

し
て
は
、
「
ア
ム
ス
ト
ル
ダ
ム
数
ヶ
所
有
り
医
師
本
役
助
役
相
詰
ル
乞
来
ル
病
客
ヲ
療
治
イ
タ
シ
造
ス
ナ
リ
常
二
二
三
百
人
モ
有
り
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皆
施
薬
ヒ
シ
テ
官
建
置
所
ノ
モ
ノ
也
」
、
さ
ら
に
、
「
国
中
ノ
病
者
〈
必
ス
其
所
へ
行
キ
テ
治
療
ヲ
乞
う
事
ナ
リ
ヤ
」
と
の
問
に
対
し
て
は
、
「
病

院
へ
請
上
来
ル
モ
ノ
ハ
皆
貧
民
ナ
リ
手
廻
り
出
来
ル
者
〈
銘
為
時
ノ
上
巧
へ
自
分
二
託
シ
テ
治
ヲ
受
ル
ナ
リ
」
と
の
答
を
得
て
、
「
答
ノ
如

キ
程
ノ
事
〈
間
ニ
モ
及
ザ
ル
事
也
」
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
格
言
六
葉
の
う
ち
最
初
の
二
葉
に
だ
け
訳
文
を
併
記
し
て
い
る
。

第
六
回
の
「
甲
戌
春
対
話
記
」
は
十
八
葉
の
冊
子
で
、
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
三
月
高
橋
作
左
エ
門
（
最
保
、
一
七
八
五
’
一
八
二
九
）
が

文
化
五
年
死
亡
の
桂
川
甫
周
に
代
っ
て
世
話
役
と
な
り
、
大
槻
玄
沢
と
宇
田
川
玄
真
の
二
人
が
馬
場
佐
十
郎
の
通
弁
で
甲
比
丹
ド
ー
プ
と
対
話

を
し
た
。
最
初
に
、
医
師
の
携
帯
医
書
と
し
て
、
一
八
○
四
年
（
文
化
１
）
版
の
国
目
鼻
解
剖
害
、
一
八
○
○
年
（
寛
政
９
版
の
国
ｇ
ｏ
丙
治

療
害
、
一
七
七
一
年
（
明
和
８
）
版
の
砕
冒
言
。
産
科
書
、
一
七
六
九
年
（
明
和
６
）
版
の
英
国
版
著
色
解
剖
害
大
本
三
冊
（
「
精
密
最
上
ノ
書
一
ノ

リ
」
と
後
記
し
て
い
る
）
、
一
七
五
六
年
（
宝
暦
６
）
版
の
ぐ
。
ｓ
Ｑ
治
療
書
を
挙
げ
、
。
フ
レ
ン
ク
解
剖
書
の
一
節
を
写
し
取
り
、
さ
ら
に
粘
液
雲

最
後
に
、
覚
と
し
て
記
し
た
玄
沢
よ
り
ド
ー
プ
へ
の
贈
物
は
、
錫
器
入
茶
一
箱
、
蛇
目
傘
一
本
、
兎
皮
（
仙
台
産
）
、
八
丈
島
一
反
、
鼻
紙
入

（
丈
吉
殿
へ
）
、
暑
中
不
断
着
単
物
地
（
フ
ロ
ウ
、
江
）
で
あ
る
。
ド
ー
プ
は
引
田
屋
遊
女
瓜
生
野
と
の
間
に
丈
吉
を
も
う
け
て
い
る
が
、
玄
沢
は

丈
吉
と
瓜
生
野
に
も
贈
物
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
官
途
要
録
」
は
大
槻
家
よ
り
早
稲
田
文
庫
の
蔵
書
と
な
っ
た
も
の
で
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
二
月
十
日
よ
り
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）

五
月
二
十
五
日
ま
で
の
大
槻
玄
沢
・
玄
幹
の
仙
台
藩
関
係
の
御
用
留
で
一
三
二
葉
の
小
冊
子
で
あ
り
、
最
後
に
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
十

二
月
大
槻
平
次
の
追
記
し
た
五
葉
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

「
西
眉
対
晤
」
は
幕
府
の
許
可
を
得
て
実
施
さ
れ
た
公
式
記
録
で
あ
る
た
め
か
、
玄
沢
の
仙
台
藩
に
対
す
る
御
用
留
で
あ
る
「
官
途
要
録
」

の
な
か
に
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
玄
沢
が
、
「
西
廣
対
晤
壺
菫
睡
孵
嘩
校
合
可
致
事
」
と
手
聿
冒
し
た
以
後
の
公
式
記
録
は

（
１
）

確
認
さ
れ
な
い
。
尤
も
「
新
撰
洋
学
年
表
」
で
は
文
化
甲
戌
（
一
八
一
四
）
以
後
も
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
四
月
、
文
政
五
年
三
月
、
文
政
九

年
四
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
和
蘭
甲
必
丹
江
戸
例
参
と
記
さ
れ
、
ま
た
、
「
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
三
月
晦
大
槻
玄
沢
死
子
玄
幹
承
家
亦
襲
称
玄
沢
」

の
記
載
を
写
し
と
っ
て
い
る
。
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「
江
戸
参
府
紀
行
」
と
玄
沢

（
３
）

文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
三
月
十
三
日
付
佐
々
木
中
沢
宛
大
槻
玄
沢
書
翰
に
よ
れ
ば
、
文
政
六
年
八
月
和
蘭
医
官
と
し
て
長
崎
出
島
に
二
十

八
歳
で
着
任
し
た
ド
イ
ツ
人
医
師
甸
巨
君
も
卑
画
旨
園
ぐ
。
百
段
３
．
国
（
一
七
九
六
’
一
八
六
六
）
の
名
声
が
江
戸
ま
で
鳴
り
響
い
て
い
た
。
し
た

が
っ
て
、
文
政
九
年
四
月
和
蘭
甲
必
丹
江
戸
例
参
に
随
従
し
た
シ
ー
ポ
ル
ト
と
対
談
を
希
望
す
る
医
師
学
者
が
極
め
て
多
か
っ
た
と
い
う
「
新

撰
洋
学
年
表
」
の
記
事
は
当
然
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
証
拠
立
て
て
い
る
の
は
シ
ー
ポ
ル
ト
自
身
が
ｚ
弓
甸
Ｏ
ｚ
（
日
本
）
の
な
か
に
記
し
た

（
４
）「

一
八
二
六
年
の
江
戸
参
府
紀
行
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
江
戸
参
府
紀
行
日
程
に
よ
れ
ば
、
シ
ー
ポ
ル
ト
の
行
動
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
文

政
九
年
一
月
九
日
長
崎
出
島
出
発
、
三
月
四
日
川
崎
よ
り
江
戸
に
入
る
。
品
川
で
桂
川
甫
賢
、
宇
田
川
椿
庵
ら
の
出
迎
を
受
け
、
午
後
二
時
日

本
橋
本
石
町
三
丁
目
の
長
崎
屋
源
右
エ
門
の
宿
舎
に
到
着
し
た
。
三
月
五
日
桂
川
甫
賢
、
神
谷
源
内
（
中
津
）
、
大
槻
玄
沢
は
面
会
を
求
め
た

が
許
さ
れ
ず
、
名
刺
を
置
い
て
帰
っ
た
。
三
月
七
日
桂
川
甫
賢
と
宇
田
川
椿
庵
よ
り
乾
階
植
物
を
貰
う
。
三
月
八
日
午
後
多
数
の
日
本
人
来

訪
、
中
に
薩
摩
侯
島
津
重
豪
の
名
代
、
数
人
の
高
貴
な
患
者
が
い
た
。
三
月
十
日
最
上
徳
内
が
訪
れ
て
蝦
夷
の
海
と
樺
太
島
の
略
図
を
貸
し
て

く
れ
た
。
三
月
十
一
日
夜
の
ひ
と
と
き
を
桂
川
甫
賢
と
大
槻
玄
沢
と
と
も
に
過
ご
す
。
「
両
名
は
オ
ラ
ン
ダ
人
の
友
で
あ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学

問
の
偉
大
な
知
己
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
三
月
十
二
日
高
橋
作
左
エ
門
来
訪
。
「
彼
も
同
様
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
問
の
す
ぐ
れ
た
庇
護
者

で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
三
月
十
四
日
眼
の
解
剖
お
よ
び
最
も
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
眼
の
手
術
に
つ
い
て
講
義
し
た
。
幕
府
の
侍
医
た

ち
は
喝
采
し
な
が
ら
こ
れ
に
立
ち
会
っ
た
。
私
は
こ
の
医
師
た
ち
が
贈
物
と
し
て
我
に
く
れ
た
豚
を
使
っ
て
手
術
し
た
。
三
月
十
五
日
幕
府
の

針
医
者
石
坂
宗
哲
と
そ
の
他
の
医
師
・
知
人
ら
来
訪
。
三
月
十
七
日
幕
府
の
医
師
た
ち
は
一
日
じ
ゅ
う
私
の
と
こ
ろ
で
時
を
過
ご
す
。
私
は
今

日
子
供
の
天
然
痘
と
種
痘
に
つ
い
て
説
明
す
る
よ
う
に
せ
が
ま
れ
た
の
で
（
中
略
）
、
将
軍
の
命
令
が
あ
れ
ば
牛
痘
漿
を
録
ハ
タ
ヴ
ィ
ァ
か
ら
取
り

（
２
）

と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
玄
沢
は
「
西
肩
対
晤
」
を
ま
と
め
た
の
ち
も
三
回
に
亙
っ
て
江
戸
例
参
の
和
蘭
甲
必
丹
ら
と
対
談
し
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。

120（68）



寄
せ
て
、
日
本
で
種
痘
を
手
ほ
ど
き
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
三
月
十
八
日
夜
幕
府
天
文
方
・
友
人
お
よ
び
知
人
の
来
訪
し
き
り
。
三
月
十
九

日
将
軍
の
侍
医
、
と
く
に
眼
科
医
（
註
土
生
玄
碩
）
の
訪
問
を
う
け
る
。
私
は
眼
科
に
つ
い
て
の
書
物
と
、
眼
科
関
係
の
機
械
を
い
っ
し
ょ
に

見
せ
る
。
瞳
孔
を
ベ
ラ
ド
ソ
ナ
に
よ
っ
て
ひ
ろ
げ
る
若
干
の
実
験
を
行
な
う
。
そ
の
い
ち
じ
る
し
い
効
能
に
大
喝
采
を
博
す
。
朧
摩
侯
の
側
室

が
私
の
診
察
を
求
め
ら
れ
る
。
三
月
二
十
日
幕
府
の
医
師
た
ち
か
ら
盛
ん
な
喝
采
を
う
け
な
が
ら
、
私
は
今
日
ひ
と
り
の
新
生
児
の
兎
唇
を
手

術
し
、
三
人
の
子
供
に
種
痘
を
行
な
っ
た
。
し
か
し
種
痘
の
方
は
薬
が
古
い
の
で
、
た
だ
種
痘
の
や
り
方
を
象
せ
る
だ
け
が
目
的
で
あ
っ
た
。

三
月
二
十
一
日
再
び
ふ
た
り
の
子
供
に
種
痘
を
す
る
。
三
月
二
十
四
日
医
師
た
ち
は
一
日
を
再
び
私
の
と
こ
ろ
で
過
ご
す
。
三
月
二
十
七
日
わ

れ
わ
れ
は
将
軍
の
侍
医
・
諸
侯
の
家
臣
ら
の
訪
問
を
う
け
た
。
彼
ら
の
妻
や
娘
た
ち
も
妨
げ
ら
れ
ず
に
は
い
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
い
つ
も
可
愛

ら
し
い
手
作
り
の
、
小
さ
い
贈
物
な
ど
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
。
三
月
二
十
九
日
天
文
方
お
よ
び
将
軍
の
侍
医
た
ち
は
二
、
三
の
学
問
上
の
質

疑
を
す
る
た
め
に
公
式
に
使
節
の
も
と
に
出
願
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
彼
ら
は
職
務
上
の
命
令
で
来
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
三
月
三
十
日
将
軍
及
び
諸
侯
の
侍
医
た
ち
来
訪
。
四
月
一
日
高
橋
作
左
ェ
門
が
蝦
夷
・
樺
太
の
す
ば
ら
し
い
地
図
を
私
に
見
せ
た
。
樺
太

と
ア
ム
ー
ル
河
の
河
口
の
問
は
間
宮
の
瀬
戸
（
昌
騨
旦
昌
。
“
の
８
）
と
い
う
。
四
月
二
日
幕
府
の
侍
医
多
数
来
訪
。
四
月
三
日
’
八
日
友
人
・
知

人
の
来
訪
し
き
り
。
四
月
九
日
侍
医
方
に
敬
意
を
表
し
て
別
れ
の
宴
を
開
く
。
高
橋
作
左
ェ
門
が
来
て
、
私
に
日
本
の
美
し
い
地
図
を
染
せ
、

こ
れ
を
世
話
す
る
こ
と
を
約
し
、
後
日
ま
た
そ
の
約
束
を
果
た
し
た
。
四
月
十
二
日
江
戸
出
発
は
正
九
時
で
あ
っ
た
。
」

（
４
）

す
な
わ
ち
、
玄
沢
の
名
が
「
江
戸
参
府
紀
行
」
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
三
月
五
日
、
三
月
十
一
日
の
一
面
で
、
面
会
は
三
月
十
一
日
だ
け

で
あ
る
。
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
当
時
三
十
一
歳
の
シ
ー
ポ
ル
ト
（
一
七
九
六
’
一
八
六
六
）
に
対
し
て
大
槻
玄
沢
（
一
七
五
七
’
一
八
二
七
）
は

七
十
歳
、
桂
川
甫
賢
（
一
七
九
七
’
一
八
四
四
）
は
三
十
二
歳
で
あ
る
か
ら
、
「
両
名
は
オ
ラ
ン
ダ
人
の
友
で
あ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
の
学
問
の
偉
大

な
知
己
で
あ
る
」
と
シ
ー
ポ
ル
ト
が
賞
讃
し
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
ろ
う
。
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本
書
巻
末
の
紙
片
に
ビ
ュ
ル
ゲ
ル
書
と
し
て
（
写
真
１
）
、
加
比
丹
聾
邑
ｇ
Ｑ
ｏ
§
言
匿
⑦
白
骨
聾
邑
の
再
生
没
年
不
詳
、
当
時
陸
軍
大
佐
で
、
前

任
者
］
．
ｇ
島
国
。
且
】
。
南
の
あ
と
を
う
け
て
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
と
な
る
）
、
書
記
国
胃
唱
『
（
国
①
目
】
呂
閏
晶
胃
一
八
○
六
’
五
八
、
ユ
ダ
ヤ
系
ド

イ
ツ
人
で
オ
ラ
ン
ダ
に
帰
化
、
二
等
薬
剤
官
で
シ
ー
ボ
ル
ト
の
助
手
と
し
て
来
日
、
シ
ー
ポ
ル
ト
帰
国
後
出
島
の
医
師
と
な
る
）
、
外
科
Ｑ
３
．
丘
（
醇
罠
弓

国
営
Ｎ
ぐ
。
昌
盟
３
．
匡
一
七
九
六
’
一
八
六
六
）
の
名
が

鐸
繋
溝
蕪
誇
蕊
誰
漁
｝
・
王
酬
Ｍ
・
・
韮
諜
時
‐
樹
燕
鴨
潔
‐
穐
毒
灘
割
叩
蕊
『
●
嬢
‐
即
Ｍ
叩
‐
審
蝋
沸
撚
即
鎚
溌
蕊
‐
私
潔
．
‐
即
咀
叩
叩
蕊
鶴
寒
騨
浮
輪
毒
靜
溌
翻
・
凝
夢
』
蕊
●
蕊
．
華
溌
難
詫
洋
静
嘩
讃
津
洋
葱
魂
』
・
・
・
‐
芋
華
。
・
轍
鼬
踊
咀
‐
羊
鷺
溝
生
●
爵
燈
ぎ
ぷ
部
鳶
職
．
撰
●
即
‐
叩
■
慨
’
‐
島
●
●
。
●

丙
戌
春
西
漬
来
朝
会
話
雑
記

私
の
所
蔵
す
る
「
丙
戌
春
西
肩
来
朝
会
話
雑
記
」
は
僅
か
八
葉
で
、
し
か
も
九
葉
の
紙
片
が
貼
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
「
西
肩
対
晤
」

（
２
）

に
ま
と
め
る
前
の
原
型
を
思
わ
し
め
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
西
肩
対
晤
」
と
し
て
一
冊
に
ま
と
め
た
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
三
月
の
江
戸
参

府
以
後
も
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
四
月
、
文
政
五
年
三
月
、
文
政
九
年
四
月
の
江
戸
参
府
の
度
毎
に
本
書
の
よ
う
な
雑
記
を
つ
く
っ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
が
、
大
槻
如
電
が
「
日
本
洋
学
年
表
」
を
ま
と
め
た
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
以
前
に
大
槻
家
か
ら
散
快
し
て
い
た
可
能
性
を

示
唆
す
る
。

舞
霧
警
鼠
蕊
蕊
箪
畿
議
蕊
薄
謹
蕊
熱
蕊
駕
騨
蕊
溌
難
識
難
幾
談
苓
息
謬
鼠
》
：
罫
篭
＃
藤
薄
鷺
篭
。
《
；
ゞ
サ
ル
ァ
ル
モ
’
一
ア
カ
一
匁
右
合
為
末
分
四
貼
次

笹

疲
．
‐
・
・
・
・・

・
・
・
・
．
・
過
ア
ｆ

鋸
驚

蕊
。
」
鳶
八
翻
舞
。
．
。
．
＄
●
．
￥

彗
竜
雫
當
パ
グ
・
・
‐
馨
口
腔
・
』
‐
。

〃
；
鬘
…

記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
は
文
政
九
年

号
即

』
史

（
一
八
二
六
）
三
月
四
日
江
戸
に
到
着
し
た
ス
チ
ル
レ

蘭日
Ｊ

賑
嗜
ル
の
江
戸
参
府
の
時
の
会
話
雑
記
で
あ
る
。

Ｆ
口
玉
ご
ゞ
醒
急
窪
鮮
謝
饗
澤
溺

‐
宜
Ｊ

（70） 422



和
蘭
の
格
言
を
書
き
記
す
の
は
「
西
貫
対
晤
」
以
来
の
慣
習
の
よ
う
で
あ
る
が
、
訳
文
を
併
記
し
て
い
な
い
も
の
が
混
っ
て
い
る
の
は
寛
政

十
年
（
一
七
九
八
）
の
「
戊
午
来
貢
蘭
客
通
弁
」
以
来
染
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、
玄
沢
が
多
忙
の
た
め
か
あ
る
い
は
閲
文
に
練
達
し
て
い
た
た

書
き
と
ど
め
て
い
る
。

カ
ロ
メ
ル
、
龍
脳
、
沙
糖
の
内
服
で
あ
る
。

五
葉
目
に
貼
り
つ
け
た
紙
片
は
平
次
郎
眼
病
処
方
で
、
カ
ロ
メ
ル
、
大
黄
、
沙
糖
の
貼
布
を
す
す
め
、
そ
れ
に
つ
づ
い
て
シ
ー
ポ
ル
ト
の
「
眼

病
人
投
剤
」
の
点
眼
薬
の
処
方
を
訳
出
し
て
い
る
。
平
次
郎
は
玄
沢
の
二
男
磐
溪
（
一
八
○
一
’
七
八
）
の
通
称
で
、
当
時
二
十
六
歳
で
あ
る
。

六
葉
目
に
ビ
ュ
ル
ゲ
ル
の
書
い
た
藺
語
、
七
葉
目
に
ス
チ
ル
レ
ル
の
書
い
た
藺
語
の
紙
片
を
貼
り
つ
け
、
ス
プ
レ
ー
キ
ウ
ォ
ー
ル
ド
一
句
を
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（
６
）

古
賀
佃
庵
の
撰
文
し
た
「
磐
水
先
生
遺
徳
喝
」
に
よ
れ
ば
、
「
十
年
春
初
、
宿
疾
寒
価
大
動
、
又
加
傷
食
、
遂
以
三
月
晦
下
世
、
寿
七
十
ご

と
記
さ
れ
て
い
る
。
玄
沢
は
寒
油
す
な
わ
ち
腸
神
経
痛
、
い
わ
ゆ
る
過
敏
大
腸
症
が
持
病
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
急
性
胃
炎
が
併
発
し
て
文
政

十
年
（
一
八
二
七
）
三
月
晦
に
七
十
一
歳
で
死
亡
し
た
。

（
１
）

大
槻
玄
沢
が
文
政
十
年
三
月
晦
に
七
十
一
歳
で
死
亡
し
た
こ
と
は
「
新
撰
洋
学
年
表
」
に

溌
迩
蕊
避
猟
迩
麗
徳
川
家
光
に
拝
謁
し
、
次
い
で
礎
安
二
年
（
二
画
九
）
和
…
…
戸
側
参
に
医
員

カ
ス
パ
ル
随
従
し
た
の
が
、
医
員
随
行
の
始
め
で
あ
る
。
蘭
人
客
館
は
江
戸
本
石
町
三
丁
目

口
灘

め
で
あ
っ
た
ろ
ン
フ
か
。
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和
蘭
甲
必
丹
例
参
の
時
、
幕
府
医
官
丹
羽
正
伯
（
一
七
○
○
’
五
二
）
を
し
て
物
産
の
こ
と
を
詞
問
さ
せ
た
。
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
の
和
藺

甲
必
丹
例
参
の
時
、
中
津
藩
医
員
前
野
良
沢
（
一
七
一
三
’
一
八
○
三
）
は
小
浜
藩
医
員
杉
田
玄
白
（
一
七
一
一
三
’
一
八
一
七
）
を
誘
っ
て
客
館
に

至
り
大
通
詞
西
善
三
郎
に
就
い
て
藺
語
の
疑
議
を
質
問
し
た
。
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
二
月
和
蘭
甲
必
丹
例
参
の
時
、
幕
府
医
官
桂
川
甫
周

（
一
七
五
○
’
一
八
○
八
、
甫
筑
の
曽
孫
）
に
命
じ
、
通
詞
を
介
し
て
藺
人
と
対
話
し
た
。
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
三
月
和
藺
甲
必
丹
例
参
の
時
、

幕
府
医
官
桂
川
甫
周
と
小
浜
藩
医
員
中
川
淳
庵
（
一
七
三
九
’
一
七
八
六
）
は
其
客
館
に
至
り
医
員
ツ
ン
ベ
ル
ク
（
○
閏
］
甸
曾
③
晴
昌
匡
冒
す
の
侭
一
七

四
三
’
一
八
三
一
、
瑞
典
植
物
学
者
）
に
医
学
や
植
物
学
の
質
疑
を
行
っ
た
。
寛
政
二
年
（
一
七
九
○
）
三
月
和
蘭
甲
必
丹
江
戸
例
参
の
時
に
、
以

後
五
年
一
参
と
定
め
ら
れ
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
四
月
、
五
年
目
例
参
第
一
回
の
和
蘭
甲
必
丹
江
戸
参
府
の
時
、
幕
府
医
官
桂
川
甫
周
の

発
議
に
よ
っ
て
陪
臣
の
医
員
で
あ
る
大
槻
玄
沢
ら
が
長
崎
屋
源
右
エ
門
の
藺
人
客
館
に
参
集
し
て
甲
必
丹
へ
ム
ミ
ィ
（
四
十
一
晟
）
、
書
記
ラ

ス
（
二
十
七
歳
）
、
医
師
ケ
ル
レ
ル
（
三
十
二
歳
）
と
対
談
し
た
。
こ
の
時
の
記
録
が
玄
沢
の
「
甲
寅
来
貢
西
客
対
話
」
で
あ
り
、
第
六
回
の
「
甲

戌
春
対
話
記
」
ま
で
を
ま
と
め
た
の
が
「
西
肩
対
晤
」
で
あ
る
。

玄
沢
は
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
三
月
晦
に
持
病
の
過
敏
大
腸
症
に
急
性
胃
炎
が
加
わ
っ
て
死
亡
し
た
が
、
「
西
盲
対
晤
」
以
後
三
回
の
和
藺

甲
必
丹
江
戸
参
府
に
際
し
て
は
毎
回
対
談
し
た
筈
で
あ
る
。
著
者
の
所
蔵
す
る
「
丙
戌
春
西
肩
来
朝
会
話
雑
記
」
は
玄
沢
の
死
亡
前
年
で
あ
る

文
政
九
年
三
月
の
和
蘭
甲
必
丹
江
戸
参
府
の
時
の
対
談
記
録
で
あ
り
、
こ
と
に
医
員
シ
ー
ポ
ル
ト
の
江
戸
に
お
け
る
活
動
の
片
鱗
を
伺
い
知
る

こ
と
が
で
き
る
点
で
貴
重
な
文
献
で
あ
る
。
し
か
も
、
シ
ー
ポ
ル
ト
は
例
参
に
随
行
し
て
き
た
従
来
の
医
員
よ
り
も
学
識
に
す
ぐ
れ
て
い
た
だ

け
で
な
く
、
正
し
い
ド
イ
ツ
の
臨
床
医
学
を
伝
え
た
こ
と
か
ら
も
名
声
を
博
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

「
西
富
対
晤
」
と
「
丙
戌
春
西
廣
来
朝
会
話
雑
記
」
を
検
討
し
て
み
る
と
、
玄
沢
の
西
洋
の
文
物
に
対
す
る
知
識
欲
の
強
い
こ
と
と
西
洋
の

学
問
に
対
す
る
理
解
の
深
い
こ
と
が
知
ら
れ
、
シ
ー
ポ
ル
ト
が
「
オ
ラ
ン
ダ
人
の
友
で
あ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
問
の
偉
大
な
知
己
で
あ
る
」
と

ｚ
弓
固
Ｏ
ｚ
の
な
か
で
賞
讃
し
た
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
付
記
本
論
文
は
第
拠
回
日
本
医
史
学
会
総
会
の
講
演
要
旨
で
あ
る
。
な
お
、
「
官
途
要
録
」
を
借
覧
さ
せ
て
頂
い
た
東
北
大
学
名
誉
教
授
佐
藤
昌
介
氏
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弓
苛
①
昌
目
巴
監
胃
号
①
己
二
号
の
四
宮
四
日
昌
己
“
旨
同
旨
ｚ
四
館
四
闇
医
ぐ
営
目
祠
固
Ｑ
ｏ
８
｝
旨
く
⑦
四
目
脚
目
島
①
国
。
①
弓
罠
］

争

号
①
、
言
い
匡
国
冨
農
旨
箇
目
＆
旨
侭
抄
昌
国
后
号
（
扇
念
）
．
弓
馬
自
国
○
ｏ
匡
冒
閥
四
房
目
．
凹
鴨
乏
四
（
忌
日
‐
弓
亀
）
ミ
閉
（
）
ａ
閏
ａ

Ｄ

Ｇ

８
冒
討
局
ぐ
］
①
葛
号
⑦
の
名
園
甘
旨
〆
冒
岸
５
④
（
弓
冷
）
》
〕
骨
①
切
冒
璽
芦
譽
且
号
①
胃
ｇ
＆
①
日
９
号
①
目
①
島
○
昌
降
呉
南
島
国
鳥
冒
昏

８
］
貝
①
時
ぐ
扁
乏
目
①
ｏ
四
宮
巴
目
（
）
目
、
目
○
号
〕
Ｏ
８
ｐ
閏
○
園
．
Ｆ
胃
⑦
局
）
具
言
農
ユ
①
。
丘
①
Ｑ
号
旦
号
①
口
巨
ｏ
医
ｏ
四
宮
四
日
．
号
Ｑ
巨
固
く
巨
庁

○

国
Ｑ
ｏ
Ｑ
Ｒ
⑦
①
ぐ
①
曼
切
胃
胃
、
画
昌
ｅ
ｇ
①
罫
〃
胃
ぐ
』
員
）
四
○
８
門
ｇ
侭
８
弄
冨
ｍ
屋
①
ミ
馬
巳
①
○
８
員
吋
＆
旨
少
℃
昌
島
侭
四
畠
２
ｍ

■
●

色

（
１
上
）

（
ワ
ム
）

（
、
。
）

（
４
坐
）

（
員
Ｊ
）

（
戸
Ｏ
）

に
謝
意
を
表
す
る
）

山
形
敞
一
佐
々
木
中
沢
と
大
槻
玄
沢

斉
藤
信
（
訳
）
江
戸
参
府
紀
行
東
洋
文

落
合
泰
蔵
漢
洋
病
名
対
照
録
明
型

大
槻
修
二
追
遠
会
誌
明
、

引
用
文
献

大
槻
如
電

日
蘭
学
会

漢
洋
病
名
対
照
録

追
遠
会
誌
明
皿

新
撰
洋
学
年
表

西
買
対
晤
昭
弱の

①
ご
国
言
胃
○
厨
匡
画
閏
己
の
①
号
①
旨
‐
弓
四
億
○

槻
玄
沢
日
本
医
史
学
雑
誌

東
洋
文
庫
説
昭
粥

明
釦

昭
２

ず
胃

の
彦
○
月
匡
国
ン
ぞ
［
シ
①
少
目
諺

昭
52

（
東
北
大
学
名
誉
教
授
、
宮
城
県
対
ガ
ン
協
会
会
長
）
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(1794).ItwasatthistimeintheopinionofHoshuKatsuragawa(1751-1809),agrandsonofHochiku

Katsuragawa,amedicalstaH､memberofBakufil,thattheopportunitytointerviewthecaptainwas

grantedtonotonlythcmedicalstaff､oftheShogunbutalsotothemedicalstaH、ofotherlandlords

aswell.GentakuOtsukienioycdthisopportunityandrccordedtheconversationwiththeDutch

captainwhichhehadon6occasionsduringtheperiodstartinginKansei6th(1794)andendingin

Bunkall(1814).ThisiscollectedinabooktitledasSeihi-Taigo.GentakuOtsukidiedinBunseill

(1827)anduntilthatyeartherewereanadditionalthreevisitsbytheDutchcaptaintoEdo.

Heijutsu-Haru-Seihin-Raisho-Kaiwa-Zakki，whichlhaveinmylibrary,istherecoredofsuchacon-

versationhildinBunsei9(1826).Accordingtothisdocument,thecaptainatthattimewasJoan

WillemdeSturler,thesecretarywasHeinrichBuergerandthedoctorwasPhilippFranzvonSiebold.

GentakurecordedtheanamnesisandclinicaliindingsofthepatientstheDutchdoctortreatedatthat

time.HealsorecordedtheprescriptiongiventothepatientsinJapanese・Adiagramoflocalfindings

ofanacutepurulentarthritisdonebySieboldhimselfisalsoincludedintherecord.Itisevident

fi､omthisrecordthatSieboldhadbettermedicalknowledgeandbetterclinicaltechniquethanother

DutchdoctorswhohadvisitedEdo.Sieboldwroteinhisbook:Nippon''thatEuropeanscienCe.

ThisestimationisawellbasedonwhenonereadsthroughwhatGentakuOtsukirecorded.Atthat

time,Sieboldwas31yearsoldandOtsukiwas70yearsold.

（
の
ト
）

Ｆ
函
守


